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【事業概要】

【事業内容】

【基幹事業との関連性】

　
【事業費】 (千円）

No.

①
②
③
④
⑤

⑥

【事業期間】

※ この様式は、原則として、参考様式第２９及び参考様式第３２の別添２に記載した細要素事業ごと
に作成してください。

※ 「全体事業費」は、細要素事業（当該細要素事業と一体不可分な事業を含む。）について、
全体事業期間を通じての全ての事業費を記載して下さい。

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

合計

平成30年度分：平成30年10月～平成31年3月
令和元年度分：令和元年 8月～令和 2年3月（今回申請）

0 0区画道路整備事業（2期工事） R2年度
小計

134,927
0 0 134,927

41,036 2,868 178,831

0 13,917 13,917
41,036 2,868 43,904

9,039 0 9,039
13,000 ▲ 11,049 1,951

7,822 0 7,822
11,175 0 11,175

事業名称

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号

要綱上の
事業名称

復興地域づくり加速化事業

細要素事業名 女川小学校移転跡地利活用整備事業（平成30・令和元年度分事業費）

全体事業費 178,831千円（今回申請分：2,868千円）

　町では、「女川小学校跡地利用基本計画」に基づいて、旧小学校敷地を利用した公共施設復旧
整備事業や、旧校舎等の既存設備を活用した施設整備事業を計画しているところである。
　本事業では、当該整備事業のうち、震災復旧・復興事業であって施設災害復旧費補助金の範囲
外となる以下の業務について、復興交付金事業として実施するものである。
　・保育所（復旧整備）の基本設計
　・消防署（復旧整備）の基本設計
　・小学校移転跡地の開発許可等申請のために必要な技術的な資料作成・調整
　・保育所・消防署に取り付ける区画道路の整備

　今回、区画道路の測量設計業務について減額申請し、給食調理場等解体業務の設計業務および
区画道路整備事業の１期工事分を申請するものである。

　・解体設計業務：給食調理場（RC造平屋建て、延べ床面積289㎡）
　　　　　　　　　プール（25ｍ×7レーン）等
　・区画道路（１期工事）：L=74m、W=6.0～8.0m

　本事業により土地区画整理事業区域内の公共施設整備が加速化することで安心・安全な生活環
境整備の促進を図るとともに、校舎等を含む既存施設の有効活用による効率的な町づくりを図る
ものである。

事業期間 申請済額 今回申請額 全体事業費

H30～
R1年度

R1年度
小計

町立保育所基本設計業務
消防署基本設計業務
開発許可等申請支援業務
区画道路整備事業（測量設計）
区画道路整備事業（1期工事）



参考様式第２９及び参考様式第３２の別添３

★ Ｄ 15 - 2 - 6

【事業概要】

【事業内容】

【基幹事業との関連性】

【設計費】申請済
事業名 女川駅前駐車場整備事業

（女川駅前駐車場整備設計業務委託）
事業期間 平成31年４月～令和元年８月
事業費 ３，６００千円 （ 設計前台数：40台分）
事業内容 設計面積：１，６４６㎡

【工事費】今回申請分
事業名 女川駅前駐車場整備事業

（女川駅前駐車場整備工事）
事業期間 令和元年９月～令和２年３月
事業費 ２５，０００千円（≒25,082,200円の端数処理）
事業内容 整備面積：１，６４６㎡ 整備台数：42台分

土工、舗装工、付帯工等

【事業スケジュール】 H31 R元 元2

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

★

★

※ この様式は、原則として、参考様式第２９及び参考様式第３２の別添２に記載した細要素事業ごと
に作成してください。

※ 「全体事業費」は、細要素事業（当該細要素事業と一体不可分な事業を含む。）について、
全体事業期間を通じての全ての事業費を記載して下さい。

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

整備工事

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号

要綱上の
事業名称

　復興地域づくり加速化事業

細要素事業名 　女川駅前駐車場整備事業

設計業務

全体事業費 　２８，６００千円（今回申請分：工事費　２５，０００千円）

　女川町では、復興計画に基づき高台住宅団地整備や機能集約によるコンパクトな
市街地形成を図るとともに、商業・観光施設整備等の新たな町づくりを進めてい
る。
　アクセス性に優れた町中心部に各機能（女川駅、商業施設、交流施設、公共施設
等）を集約することとしており、町民生活、商業、観光面からも多くの方々が集ま
る場の整備を行うため駐車場は必須の機能であることから、町中心部に駐車場整備
を行うものである。町中心部に設置する駐車場の全体像は以下のとおり。

　女川駅前：  商業エリア内駐車場（町事業）4か所 209台（整備済）
　　　　 　 　商業エリア内駐車場（民間）  1か所  50台（整備済）
　　　　 　 　駅前駐車場（町事業）　　　　1か所　42台（令和元年度整備）
  鷲神浜地区：商業エリア駐車場（町事業）　1か所  80台（整備済）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 合計 381台（町事業331、民間50）

　町が整備を行っている町営駐車場（５ヶ所289台）に続き、女川駅前の町有地（Ａ
＝1,646㎡　42台）に女川駅前駐車場を整備するため工事費を申請する。

　町中心部では、津波復興拠点整備事業、女川町被災市街地復興土地区画整理事業
等により基盤整備を行うとともに、津波復興拠点支援施設整備、まちなか再生計画
及び津波・原子力災害被災地域雇用創出企業立地補助金によるテナント型商業施設
整備を行っている。
　市街地整備事業と連携し、当該駐車場の整備効果により町中心部の商業エリア・
交流施設へのアクセスが向上し、来街者の増加・地域のにぎわい再生に資すること
から基幹事業の効果促進として取り組むものである。
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